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−=     (4) 
である．ここで， iv ， ijσ ，T， ih は，速度，応力，
温度,熱流束を表し，計算によって得られる変数で
ある．材料固有の定数は，λ ，µ がラーメ定数，ρ
が密度， β が熱弾性定数， Vc が比熱， K が熱伝導
率である．また，T0 は初期温度であり，材料中に














































ここで，N はレーザ照射点数であり，Qn は n 回目





す．このとき，Tn, Xnは時間間隔 t∆ と空間間隔 x∆ に
より，以下のようにかける． 
tnTn ∆−= )1( , xnX n ∆−= )1(   (6) 
数値計算に用いたこれらのパラメータは以下の通











100mm x 0.1mm 






22 Lcρµλ =+ ，
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5.6 x 103 K-1 
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10000 (10 µs まで） 
空間分割数 



























 まず，照射回数 N=1 の場合と N=10, t∆ =1µs
































ス当たりの単位長さあたりの入力熱量 q0= 1.69 J/m
とした場合のレーザ照射点の温度上昇を示す．照
射回数 1 回のものについては，10 回の場合と同じ
入力熱量とするため，1 回の照射に 10 倍の熱量を
入力するものとした．このとき，(a)１回照射，(b)10












 図４は 10 個のレーザパルスを走査しながら照射
した場合の模式図である．走査間隔 x∆ は，この時
発生するラム波 A0 モードの波長よりも十分小さ
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